
評価結果確定日



福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上
に活かしている

5 4 ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所
内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

高齢者虐待防止の外部研修にも職員が交代で参加
している。事業所内の内部研修でも教育や、情報の
共有を図っている。職員とのコミュニケーションを図る
ことでストレスケアに努めている。入居者の心身の状
態の把握にも力を入れて把握に努めている。

運営基準や困難事例、事故など発生した場合には、
保険者に相談し、適切な対応や連携に努めている。
コロナウイルス期間中は受診でも、保険者へ連絡し、
指示を仰ぐなど連携を図れた

運営推進会議にいきいきセンター職員が出席し、情報
交換しながら協力関係を築いている。また、家族、介
護者交流会に運営スタッフとして職員が参加してい
る。管理者は、行政窓口にホームの利用状況や事故
等の報告を行い疑問点を尋ねる等、連携に努めてい
る。

身体拘束廃止委員会を３ヶ月に一回定期的に実施
し、半年ごとに運営推進会議においても報告や取り
組みについて委員会を開催している。身体拘束廃止
に向けた研修も実施し教育や情報の共有をしてい
る。玄関は常時施錠し、センサーなどうまく利用しな
がら、安全の確保と事故防止に努めている。

身体拘束廃止委員会を３ケ月毎に開催し、半年毎に
運営推進会議で報告を行っている。職員会議の中で、
身体拘束廃止に向けた研修を行い、正しい理解に努
めている。「こういうのってどうなの？」と、いつも疑問
を持つようにして日々の介護サービスに取り組んでい
る。

地域の事業所ネットワークを立ち上げ、認知症になっ
ても安心して暮らせるまちづくりを目指し、圏域での
活動（認サポや家族介護者交流会）や認知症啓発活
動ラン伴+の参加など、認知症についての理解や普
及活動の行えた。

運営推進会議では入居者の生活状況（入居者数、要
介護状況、入退去、入退院状況）、事故報告、身体拘
束廃止など報告し、意見を求め、サービスの向上に
向けて取り組んでいる。コロナ期間中は未実施の為、
資料を郵送し、照会にて意見を求めるなど、状況に
応じて運営推進会議を行えた。

運営推進会議は、今年３月から新型コロナ感染予防、
まん延防止のため、書面にて活動状況の報告を行
い、意見照会を頂く形で実施している。いきいきセン
ターふくおか、自治会会長、公民館館長から意見が寄
せられ、出された事柄に対して、評価、考察を行い、
サービスの向上に活かしている。

「寛ぎの中で、ゆったり楽しく、その人らしく」を理念と
している。毎朝の申し送りの時に、理念の他、年間月
間目標を復唱することで、意識づけを行っている。ま
た毎月１回はケアの理念も唱和し、意識付けに取り
組んでいる

「寛ぎの中で、ゆったり楽しく、その人らしく」を法人理
念に掲げ、年間目標、ユニット毎の月間目標を定め
て、毎朝の申し送り時に唱和し、職員間で共有してい
る。小さな事でも、その時その時の課題を目標とする
ことで意識づけを行い、実践に繋げている。

地域の自治会や公民館など連携を取りながら、地域
の活動にも参加をしている。また地域の活動にも積
極的に参加するように努めている。（地域の活動：災
害訓練、清掃活動、廃品回収、餅つき、サロン、地域
カフェなど）

自治会会長を始め、地域の協力を得てサロンやカフェ
の開設を実現し、利用者も参加して、地域の方と積極
的に交流している。また、地域の清掃活動、廃品回
収、餅つき等にも参加し、地域の一員として周知され
ている。近隣の幼稚園児との交流も利用者の楽しみ
である。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

1 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

8 ６ ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用でき
るよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

10 ７ ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
ならびに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている

11 ８ ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、やり
がいなど、各自が向上心を持って働けるよう職
場環境・条件の整備に努めている

13 ９ ○人権尊重
法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用
にあたっては性別や年齢等を理由に採用対象
から排除しないようにしている。また、事業所で
働く職員についても,その能力を発揮して生き生
きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保証されるよう配慮している

14 １０ ○人権教育・啓発活動
法人代表及び管理者は、入居者に対する人権
を尊重するために、職員等に対する人権教育、
啓発活動に取り組んでいる

職員採用に関しての性別、年齢等を理由に採用対象
から排除する事はない。採用に関してはその方の希
望する勤務日数や労働時間等を面接で伺った中で検
討し、採用に繋げている。事業所で働く職員について
も、年齢や体力、持病など個々の状態や状況にも応
じながら、その方が働きやすい形態での勤務に繋げ
ている。

管理者は、職員の特技や能力を把握し、適材適所に
役割分担して、職員一人ひとりが生き生きと働ける職
場を目指している。職員間の関係が良く、助け合いな
がら細部まで行き届いたチーム介護に取り組んでい
る。年間を通した研修計画に基づいた職員研修を実
施し、外部研修にも交代で参加して、職員のスキル
アップに繋げている。

スタッフ会議や内部研修を通して、入居者の人権の
尊重についての教育を行っている。「自分だったら」に
置き換えて相手の立場に立ってケアする事を指導し
ている。また、理念読み上げ、入居者の尊厳への意
識を持って業務に励むように取り組んでいる。

利用者の人権を尊重する介護の在り方について、外
部の人権研修に職員が交代で参加し、内部研修でも
学ぶ機会を設け、職員間で共通理解している。馴れ合
いからくる言葉の乱れに注意し、常に利用者を敬う気
持ちを忘れずに、日々の介護サービスに取り組んで
いる。

リーダー会議やスタッフ会議を定期的に開催し、現場
からの意見や提案を聞く機会を設けている。また個
別面談や相談など随時行い、意見や提案の内容に
よっては法人内の管理者会議などでも取り上げて、
運営に反映させている。

勉強会、連絡、周知を目的とした全体会議の後に、ユ
ニット毎にカンファレンスを兼ねた職員会議を月１回開
催している。管理者は、職員とのコミュニケーションに
努め、意見や提案が出しやすい、風通しの良い環境
を心掛けている。出された意見、提案については検討
し、ホーム運営や日常業務に反映させている。

年に２回、人事考課を行い、職員の自己評価を把握
している。働きやすい職場環境づくりを目指し、労働
時間内での業務や有給休暇の消化、業務の改善や
環境面での整備などを行い離職防止に努めている。
また、資格取得に向けフォローアップなど行ってい
る。

契約は、利用前より入居に至るまでの流れや面談など
を入れながら説明し、重要事項・契約書の説明は場所
を設けて十分に説明を行い同意を頂き、契約の実施し
ている。その他入居者やご家族から不安や疑問があ
れば都度説明を行い対応している。また、法改正によ
る利用料金や単位数、加算関係の変更については、
改めて書面にて説明を行い同意を頂いている。

運営推進会議を通してご家族の方からの意見や要
望を頂いて運営に反映させている。意見箱を設置し
ているが意見書の投函はなく、面会の際に要望や意
見があれば都度伺い、対応を行っている。今回は新
型コロナウイルスの影響もあり、電話でのやりとりや
運営推進会議も未実施会議とし照会状にて意見要望
を依頼している。

職員は日常の会話等から、利用者の意見や要望を聴
いて日々の介護に反映させている。夏祭りやクリスマ
ス会等、行事を兼ねた家族会を年２回開催し、利用者
の現状報告をしたり、家族からの意見や要望を聴き
取っている。また「縁便り」「あったかホームやなごう
ち」を毎月家族に送付している。

権利擁護に関する外部研修にも職員交代しながら積
極的に参加して、内部研修を実施し、情報の共有を
図っている。また成年後見人制度も内部研修を行
い、理解を深め、利用されている方は関係者とも連携
を図り、必要な方は活用できるように支援している。

成年後見制度の外部研修に参加した職員が伝達研
修で報告し、職員間で情報を共有して理解を深めてい
る。資料やパンフレットを用意し、利用者や家族が必
要時には制度が活用出来るよう支援している。現在、
成年後見制度を活用してている利用者がいることか
ら、後見人とも連携しながら支援に取り組んでいる。

2 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

15 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける
機会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上さ
せていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

17 ○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めて
いる

18 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、
関係づくりに努めている

19 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

20 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

21 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

事業所内だけで支えるのではなく、ご家族も一緒に支
える事を大切にしています。日頃の状態の報告は、面
会時にお話ししたり、月に1度お便りを送り、様子をお
知らせしている。病院受診はご家族が主で動き、家族
受診が難しい場合は家族に代わって受診をし、受診結
果をお伝えしながら情報の共有を行っている。

サービスの開始にあたっては、今までの生活の環境に
近い対応での支援を目指し、暫定プランを作成しサー
ビスの実施を行っている。その後本人様のニーズや実
情等を検討し、必要時はサービスの内容を変更・調整
するなど、柔軟に対応を行っている。入居相談の際に
本人の状況家族等の状況を聞き、状況に適した介護
事業所を紹介している。

その方らしく生活できるようにホームだけの支援に留
まらず、家族や地域も一体となり支えられるように目
指している。本人にも役割をもって生活して頂くことで
やりがいに繋げている。

入居前に状態確認や自宅訪問などを行い顔見知り
の関係を作ることで、不安解消に努めている。入居の
際は自宅の環境に近い部屋作りを家族と一緒に行っ
ている為、自宅の部屋の写真を撮りに伺いこともあ
る。初期は不安や落ち着かない事などが予想される
為、時間をかけながら解消に努めている。

利用前から面談を重ね、入居後の生活支援、利用料
金面や急変時の対応、その他ご家族の心配事など
親身に受け答えをする事で信頼関係の構築を目指し
ている。

外部研修に参加することでスキルアップを図ったり、
また、学んだ事を発表してもらっている。また内部の
研修では委員会担当者が資料作成や発表をすること
で、スキルアップに繋げている。

法人内の４事業所合同勉強会や管理者会議などで
交流を通じて向上を図ったり、地域の事業所交流会
やグループホーム協議会の交流にも参加するなど連
携を図っている。地域での事業所ネットワークを発足
し、地域活動にも力を入れている。

3 特定非営利活動法人　北九州シーダブル協会



福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

22 １１ ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努めて
いる

23 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

24 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・
家族の経過をフォローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25 １２ ○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している

26 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把
握に努めている

27 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

28 １３ ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

ホームでの一日の流れ、日課に沿って、入居者の生
活支援を行っているが、入居者の方の意向や要望に
も沿いながら、本人らしい生活ができるように支援し
ている。また、体調管理や健康状態の把握に努め、
ホームドクターとも連携を図りながら、本人の状態把
握に努めている。

担当者やケアマネージャーが入居者やご家族からア
セスメントを行い、その方のニーズに合わせて、ケア
プランを作成し、サービスの提供を行っている。また、
定期的にモニタリングを行い、その方の状態に合わ
せて支援している。

担当者やケアマネージャーが中心となり、利用者や家
族の意向を尋ね、医療関係者、職員がそれぞれの立
場で意見を出し合い、ケアチェック表でプラン前の状
況を把握して、本人本位の介護計画を半年毎に作成
している。また、毎月モニタリングを行い、課題を明確
にして、現状に即した介護計画の作成と実践に取り組
んでいる。

ご自分で発言できない方は、家族からも聞き取りを
行ったりすることで、アセスメントや日常生活上の希
望や意向の把握に努めている。スタッフ会議でも本人
様の希望や要望、困難な事など検討し、実施に向け
て取り組んでいる。

職員は、日常生活の中のさりげない会話から、利用者
の思いや意向を聴き取り、思いの実現に取り組んでい
る。意思を伝えることが困難な利用者には、家族に相
談したり、職員が利用者に寄り添い、常に本人主体で
ある事を意識し、「その人らしく」を大切にした支援に
取り組んでいる。

利用開始に向けて、現状の様子を聞き取るなど、ご
本人やご家族と面談の機会を作り、状態の収集を
行っている。その中でご本人の嗜好や大切にされて
きたことなどを伺い、サービスに繋げている。

入居者同士コミュニケーションやレクリエーションを楽
しんで頂けるように職員が仲介に入り、支援を行って
いる。入居者のレベルの違いもあるので、個々人に
合わせ対応している。

死去されサービスが終了した後も、ご家族へのフォ
ローや法要や初盆参りなど伺いっている。
入院先や新サービス事業所へ行かれた後も、情報提
供などをしながらフォローアップしている。

家族に本人の生活歴や過ごされた地域との関わりや
つながりを聞き、本人の自己実現に向けて支援する
ことで、楽しみや生活上のリハビリなどに繋げてい
る。また、外出機会を設けて、買い物やドライブ、馴染
みの店などへお連れするなど支援している。コロナの
期間中は外出が難しかったが、事業所内での関りを
多くし、喜んでいただけていた。

近くの方の入居者が増え、自宅への一時帰宅等、家
族と協力しながら取り組んでいる。現在は、新型コロ
ナ感染防止対策の為、面会も制限されているが、家
の近くまでドライブに出かけ、馴染みの風景を見ても
らう等、コロナ対策状況の中でも出来る支援を行って
いる。
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福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

29 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われない、
柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組ん
でいる

31 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援してい
る

32 １４ ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

33 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に
伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

34 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。
あるいは、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

35 １５ ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

入居時、状態悪化時に重度化した時の対応やターミ
ナルケアについて、また、援助内容などを説明し、入
居者やご家族の希望を聞きながら、同意を得ている。
また、職員も重度化や終末期に向けた対応が出来る
ように研修等への参加を行っている。

看取りの勉強会を昨年３月に実施して終末期の大切
さを学び、体制を整えた後、５月に初めての看取りを
行った。看取りの期間は、家族には状況に応じ密な連
絡を行い、提携医の特別な指示を受けながら訪問看
護師と連携し、「看取りを行う事業所です」と言える体
制を整えている。

介護職員が日々生活状況や健康状態の把握や記録
を行い、看護師にも確認をしていただいている。ま
た、異常があれば連絡を行い指示を仰ぎ、迅速に対
応ができるように努めている。必要に応じて受診を
行ったり、ホームドクターに連絡するなど対応を行っ
ている。

ホームドクターに連絡後、状況に応じて緊急搬送や
受診などを行い、医療機関との連携を図っている。入
退院に関しては医療機関連携室と連絡を取りなが
ら、早期退院を目指せるように情報交換を行ってい
る。

ボランティアの方にお越しいただき、行事への参加を
お願いしている。また、地域の行事にも協力したり参
加をさせて頂いている

ホームドクター（かかりつけ医）や訪問歯科医を中心
に、状況に応じて医療機関に繋いでいる。また、個別
に受診の支援なども行い、都度情報をかかりつけ医
に報告し状態の把握や情報共に努めている。また受
診結果は家族へ連絡し情報を共有している。

入居時に利用者や家族の希望を聴いて、主治医を決
定している。協力医療機関の医師による月２回の定期
往診と状況に応じての往診、緊急時、夜間の指示体
制が整い、看護師、介護職員との連携で２４時間安心
の医療体制が整っている。ホーム便りや受診時の報
告で、家族と医療情報の共有を図っている。

介護計画に沿って、サービスの実施を行い、本人の
状態や実施状況を確認しながら、、スタッフ間で情報
を共有し、アセスメントやサービスの見直しに活かし
ている。また、毎月、家族へおたよりを通して、実施状
況をお知らせしている。

入居者一人ひとりのニーズに合わせ、外出支援や地
域での活動、受診など柔軟にサービスを行っている。
また、家族の要望なども含め、その方らしい生活の支
援に繋げている
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福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

36 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

37 １６ ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

38 １７ ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

40 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援している

41 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

42 １８ ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

身だしなみが整えられるように、ご家族には本人専用
の櫛やドライヤー、鏡、化粧道具など物品の持ち込
みなどに関しては制限をしていない。ご自分で出来な
い方には整容介助は行っている。おしゃれに関しても
現に貴金属やアクセサリーなど自己管理で装着され
ている方もいる。外出の時には好みの帽子をかぶら
れる事で、気持ちも明るくなられている。

食事の提供は毎食手作りにこだわり、旬の食材やイ
ベントでも楽しめる工夫をしながら提供している。食
事の準備については、衛生面に留意しながら調理補
助やつぎ分け、後片付けなどをスタッフと協働で行っ
ている。

献立に基づいて配達される食材を使用し、職員がアレ
ンジを加え、利用者の身体状況に配慮した美味しい料
理を提供している。月に１回日曜日の夕食は職員によ
るオリジナルメニューを提供し、他にも花見弁当を手
作りしたり、土用の丑の日に鰻を取り寄せ白焼きにし
て食べる等、季節の演出も行いながら、「食」を楽しめ
るよう支援している。

本人の自己決定支援に向けて、日ごろから会話をし
ながらお聞きしたり、ご家族から得た情報を元に、以
前の習慣や嗜好に合わせて支援をしている。

本人の希望する生活を聞き取り、意向になるべく沿う
ような形でサービスの提供を行っている。共同生活の
場の為、業務が流れにならないように、状況に応じて
対応しながら生活支援を行っている

防火管理者を中心に定期的（年２回）設備点検と共
に防火訓練を行っている。また、非常食や飲料水の
備蓄や期限の確認、職員の連絡網など更新など行っ
ている。また、地域ともハザードマップや災害時の受
け入れなども承認しながら連携をとっている。

年２回（５月・１１月）設備点検時に防火訓練を実施し、
マニュアルを基に通報装置や消火器の使い方、２階
の利用者については、火元から遠い居室で待機する
ことを確認している。災害時に備えて、飲み物は各居
室に、食料は倉庫に３日分備蓄している。

入居者一人ひとりの尊重を心がけ、日々の業務にあ
たっている。職員への意識づけも行いながらケアの
提供に繋げている。また、プライバシーへの配慮にも
心掛け、職員同士が気付いた時には声を掛け合いな
がら配慮に努めている。内部研修などでも議題にあ
げなど、尊厳とプライバシーの配慮に努めている。

内部研修の中で、利用者の尊厳を守る対応、プライバ
シーの確保の徹底を図り、接遇については、職員間で
気づいた事を注意し合い、改善に取り組んでいる。申
し送り時に利用者の状態を話す時には、イニシャルで
呼び合ったり、大きな声で行わない等、プライバシーを
損ねないよう配慮している。

緊急時の事故発生マニュアルを作成している。スタッ
フには定期的に緊急時の対応訓練を実施している。
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福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

43 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

44 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口
腔ケアをしている

45 １９ ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイ
レでの排泄や排泄の自立にむけた支援を行っ
ている

46 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

47 ２０ ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々にそった支援をして
いる

48 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している

49 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

定期処方の内容については、薬剤師からの助言を受
けるなどし、薬の説明書や申し送りでスタッフに周知
徹底を図っている。
入居者に症状の変化があれば、往診時に担当のス
タッフからドクターへ説明し、内服薬の調整の支援を
行っている。

利用者の個々の状態に合わせて、入浴のサービスを
行っている。週に２回～３回入浴を提供し、随時入浴
を行うこともある。時期によって季節湯を提供して入
浴を楽しんでいただいている。

入浴は、利用者の希望や体調に配慮しながら、週２、
３回は入ってもらっている。季節を感じられる演出や職
員との一対一の関わりによって、楽しい入浴となるよう
支援している。現在、入浴を拒否する利用者はいない
が、拒否があった場合には、時間をずらしたり、職員
が交代して声掛けをする等、無理強いせずに対応して
いる。

居室はベッドを使用し、安心して休める環境作りを
行っている。日中、横になる時間を設けたり、夜間は
安心して休めるように気配りを行っている。寝具は個
人の使いやすい布団の持ち込みも許可しており、そ
の方その方の環境に合わせている。

その方の排泄状況に合わせて日中トイレ誘導や定期
的に排泄介助を行っている。出来る限りトイレでの排
泄を目指し、状況に応じて職員二人体制での介助を
行うこともある。

利用者が重度化してもトイレで排泄を基本とし、排泄
チェック表を作成して排泄パターンの把握に努め、利
用者一人ひとりの心身状況に合わせたトイレ誘導、介
助に取り組んでいる。適切な排泄用品を使用すること
により、自立支援に繋げ、オムツ使用の軽減にも取り
組んでいる。

排泄状況を毎日チェックし記録している。個人の排泄
状況に合わせて、下剤の調整や水分量の調整を行
い管理している。下剤の使用は医師の指示を仰ぎな
がら使用している。また、食事でも食物繊維の多い食
材を使用するなど提供する料理にも工夫している。

利用者一人ひとりの体格や、状態に合わせ、提供量
の調整をしたり、食事形態など咀嚼や嚥下状態に合
わせて調理し提供している。食事水分量は、毎日記
録し、把握に努めている。

毎食後の口腔ケアは、ご自分で出来ない方は職員か
行い、口腔衛生に努めている。また歯科往診にて、口
腔内の健康状態を確認、処置していただき、毎月口
腔衛生への指導を受けている。
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福岡県　グループホーム　柳河内 評価確定日　令和２年９月１７日

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価
実践状況

50 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

51 ２１ ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。又、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

52 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金
を所持したり使えるように支援している

53 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

54 ２２ ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

56 ２３ ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

事業所内バリアフリーになっており、安全に生活でき
るように環境を整えている。入居者一人ひとりの能力
に応じて自立支援に向けての生活が送れるように取
り組んでいる。

入居者同士の相性や関係性もある為、テーブルの配
置に工夫したり、過ごしやすい環境を提供している。
また、フロアで過ごされる時も、退屈されないようにテ
レビや音楽、パズルや新聞などお好きな時間を過ご
せるように提供している。

入居前に家族へ聞き取りをしたり、本人にとっての馴
染みの物の持ち込みや設置を行い居室作りをしてい
る。また、本人が安心して過ごせるように安全対策に
も取り組んでいる。

広い居室には電動ベット、エアコン、クローゼットを設
置し、利用者の馴染みの箪笥やテーブル、椅子等の
家具や仏壇、家族の写真等、大切な物を家族と相談
しながら持ち込んでもらい、その方らしい居室作りに
努め、利用者が安心して居心地よく暮らせるように配
慮している。

電話の希望があればお繋ぎしている。また、携帯電
話を持ち込まれている方もおられる。手紙が事業所
の入居者宛にも来るので、必要に応じてハガキや年
賀状、手紙など支援し、投函している。

リビングの他に玄関や廊下、その他共有スペースに
対し、季節ごとの飾り付けや展示品を配置する事で、
入居者が季節感を感じ、落ち着ける空間づくりに配慮
している。
また、空調や室温、湿度、採光などにも日々気を配っ
ている。

職員が自宅から摘んできた季節の花を、利用者が花
瓶に生ける等して、季節を五感で感じる共用空間作り
を心掛けている。職員は清掃や整理整頓等、常に清
潔な空間を保てるよう努力し、温度・湿度の管理や換
気、明るさ等にも配慮し、利用者が気持ちよく過ごせ
るよう取り組んでいる。

天気が良い日は、玄関前での日光浴や近所の散歩
を随時行っている。また、ドライブなどの外出行事を
取り入れ地域との交流の機会を図っている。
コロナ対策中は外出は自粛しているが、ドライブなど
状況に合わせて対応した。

新型コロナ感染防止対策のため、外出は自粛してい
るが、努めてドライブに出かけたり、ホーム周辺の散
歩や食材の買い物等、外出する機会を設け、利用者
の気分転換を図っている。

預かり金は基本的にせず、やむ負えず預かる際は、
預り金等契約書を交わし、お預かりしている。

利用者のレベルに応じて家事援助や頭や指先の訓
練に塗り絵やパズルなど提供している。気持ちが落
ち着かない利用者への対応として個別に対応したり、
時にはドライブや買い物へ一緒に行動し、安心感や
気分転換を図っている。
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